
令和 3年度第 1回ケアマネ基礎講座アンケート結果 

 

 

●参加者   名中  28名回答 

①今日の基礎講座についてはどうでしたか？当てはまるものに〇をつけてください。 

１． 良かった 25名 ２．まあよかった 3名 ３．あまりよくなかった 0名 ４．よくなった０名  

※上記を選択した理由（今日の感想も含めて） 

・限られた時間でコンパクトにわかりやすく説明頂いた。 

・医療連携で改めて確認できた。 

・改めて基礎の部分を確認できた。なんとなくこうだろうなと思っている所を確認できた。 

・丁寧でわかりやすかった。 

・「相手を知る」あらためて考えていきたいです。 

・ポイントをおさらいできた。 

・ケアマネになって年数は経っているのに、仕事が皆さんのようにバリバリできるほうではな

いので、基礎をあらためて学べたのはとても良い機会でした。 

・包括の役割、医療連携等再確認できた。「えっそうだったの？」と思うことも多々あり勉強に

なりました。 

・基本的なことの学びを受けたかった。 

・市内の状況など基礎的なことを学ぶ機会がなかったため、知ることができて良かった。 

・久しぶりの研修で皆さんの顔が見れたので。 

・自身の振り返りになり、一人ではないのでチームで協力しながら、利用者を支援したいと思

った。 

・ケアマネまだ 1年未満なので、わからないことばかりですが、少しずつ覚えていける、ひとつ

のステップとなりました。 

・わかりやすくて良かったです。 

・再確認の場になりとても良かった。 

・基本の確認ができた。短時間ながら、久しぶりに他ケアマネと意見交換や発表を聴くことが

できて有意義でした。 

・入退院支援のハンドブックをしっかり読み込んでみます。いろいろな情報提供を頂いていた

ので、ホームページなどでも確認してみます。 

・知っているようで知らないこともあり、とても参考になりました。 

・不安なまま医療機関とやり取りしてきていたが、復習確認することができて良かった。 

・包括支援センターや在宅きたかみの活用の仕方を再確認できました。 

・連携が必要とわかっていても連携がうまくとれない。あいまいなまま動いているので、基礎

を聴くことができて良かったです。 

・基礎ということだったが、他地域の話や、医療との連携手順が改めて確認できた。 



・日頃知っていて得する情報の視点で良かった。 

・知らないことをしらないままでケアマネ業務をしていないように参加し、再認識の機会になり

ました。 

・聴きやすくわかりやすい内容でした。なかなか難しい医療連携にたいして、どう対応していく

か。医療と介護の役割が明確にわかり、自分の中で課題や不安が軽減できる内容でした。 

 

②連携したい事業所・関係機関などありましたらご記入ください。 

・訪問薬剤について 2回答 

訪問薬剤の導入の仕方、どのように薬局へ相談したらよいか？どんな書類が必要か？医

師より指示どのように欲しいか？訪問薬剤管理指導について知りたい。 

・薬局 

・北上市役所福祉課、各病院の相談室 

・生活保護係。独居で身寄りのない人はどこまで支援してくれるのか。 

・包括ともっと情報交換したい。各医療機関 

・施設の相談員さんとなかなか顔の見える関係性ができないのでこういう場があれば良いと 

思う。 

・在宅きたかみ、北上済生会病院 

・地域のボランティア団体や民生委員 

・個別にこことかでなく、全体的に連携が取れればよいと思います。 

・全ての関係する機関。 

 

③今後研修したいテーマ、その他聴きたい講演会・講師などありましたらご記入ください。 

・事例検討→評価。冷静な視点。 

・ケアプランの作成や総括表作成など。 

・利用者や家族のできることを活かしたプラン作成や目標設定。 

・在宅をできるように役割分担を考えていく。（障害だったり、行政だったり） 

・成年後見制度について 

・連携について 

・北上のローカルルールと他地域のローカルルール 

・よくわからないので、研修の内容をみてできるだけ参加していきたいと思います。 

・何のことでも研修の時があると良いと思います。 

 

④その他、現在悩んでいることなど何でもご記入ください。 

・あまり訪問に来てほしくない利用者への関わり方。 

・両下肢切断し、リハビリ病院入院中の透析治療中の方、退院後住める場所は？ 

・苦手意識のある事業所や職種に対してのアプローチ方法。 



・いつ困難事例が自分の担当になるのか、日々ドキドキしています。 

・二人暮らし、ご本人ご家族共に精神疾患があり、理解がなかなか難しく、ご本人だけではな

く、ご家族をどう支えていくかを悩むことがあります。 

・コロナウイルス感染対策をしながらでも、ざっくばらんに交流する機会を持てないかなと。 

・病院の受診同行が月に数回ある。見守りがなく医者からも同席するよう求められているが、

同行サービスはないのか。 

・コロナ禍での利用者対応。サービス事業所の対応がはっきりしなくて、ケアマネも利用者も

戸惑ってしまう。日々状況の変わる仕方ないと思うけど。 

・家族と本人の意向の違い。区変の見極め。 

いつも包括さんに相談できており助かっています。その都度相談できてます。 

⑤事例検討したいケースはありますか？〇をつけてください。 

１、ある 3回答  ２、ない 20回答  ３、未記入 5回答 

 

⑥「１、ある」に〇をした方で、個別にケース会議を希望される方は〇をつけてください。 

１、会議をしたい 1回答   

２、会議をしなくてよい 0回答   

３、会議はしないが相談はしたい 2回答   

 

 


